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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 773 △27.9 △88 － △92 － △95 －

2024年３月期中間期 1,072 △15.7 △23 － △21 － △40 －

（注）包括利益 2025年３月期中間期 △13百万円（－％） 2024年３月期中間期 △38百万円（－％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 △24.99 －

2024年３月期中間期 △10.90 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期中間期 1,379 663 47.3

2024年３月期 1,482 676 44.9

（参考）自己資本 2025年３月期中間期 652百万円 2024年３月期 666百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年３月期 － 0.00

2025年３月期（予想） － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,577 △23.2 △153 － △157 － △164 － △43.19

１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり中間純損失であるため記

載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期中間期 3,803,000株 2024年３月期 3,803,000株

②  期末自己株式数 2025年３月期中間期 －株 2024年３月期 －株

③  期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 3,803,000株 2024年３月期中間期 3,693,384株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予測の前提となる条件及び業績予測のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料「１．当中間決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す

る説明」をご覧ください。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、輸出関連を中心に企業業績は好調に推移し、全般的に回復基調にあ

りました。しかしながら物価上昇傾向が顕著になるなど、依然としてこの先の景況感は不透明な状況が続いており

ます。

他方、日本の総広告費は2023年には、前年比103.3%の7兆3,167億円となり過去最高となりました。当社の事業が

属するインターネット広告市場は、前年比107.8%の3兆3,330億円となり、マスコミ四媒体広告費の総計2兆3,161億

円を大きく上回りました。なお、インターネット広告費における媒体費は2兆6,870億円となり前年比115.0%と大き

く進捗しております (出典：株式会社電通「2023年 日本の広告費」による)。その背景として、社会全体の一層の

デジタル化によるインターネット広告やデジタルプロモーションの拡大などが成長に寄与したものと考えられま

す。その一方で、インターネット広告市場内部においては多様化が進んでおり、これまでの広告の概念を超えたデ

ジタルマーケティングやデータ分析による広告効果最適化などの領域においてもその需要が拡大しています。ま

た、個人情報保護の高まりによりcookie規制の取り組みが進められるなど、インターネット広告業界全体に高いコ

ンプライアンス意識がこれまで以上に求められるようになっております。

このような状況の中、当社はネイティブ広告プラットフォーム「LOGLY lift」を軸に、広告主(代理店を含む)の

広告効果最大化や媒体社の満足度向上を実現することにより業績拡大を目指しましたが、市場の多様化に対する新

規取り組みの業績貢献にはまだ時間を要するため、結果として広告受注は減少いたしました。

その結果、当中間連結会計期間の売上高は773,257千円となりました。また経常損失は92,068千円、親会社株主に

帰属する中間純損失は95,034千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

当中間連結会計期間末における流動資産は1,109,931千円となり、前連結会計年度末から170,595千円減少しまし

た。これは主に現金及び預金が195,064千円、売掛金が50,481千円減少したことによるものであります。

（固定資産）

当中間連結会計期間末における固定資産は269,514千円となり、前連結会計年度末から67,276千円増加しました。

これは主に投資有価証券が108,592千円増加したことによるものであります。

（流動負債）

当中間連結会計期間末における流動負債は591,333千円となり、前連結会計年度末から50,377千円減少しました。

これは主に買掛金が44,087千円、1年内返済予定の長期借入金60,162千円、未払法人税等が5,677千円減少したこと

によるものであります。

（固定負債）

当中間連結会計期間末における固定負債は125,023千円となり、前連結会計年度末から39,093千円減少しました。

これは主に長期借入金が75,018千円減少したことによるものであります。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産は663,088千円となり、前連結会計年度末から13,848千円減少しました。こ

れは主に、利益剰余金が95,034千円減少した一方で、その他有価証券評価差額金が81,399千円増加したことによる

ものであります。
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（３）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金同等物（以下「資金」という）の残高は、814,532千円となりました。各キャ

ッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間において営業活動の結果支出した資金は75,812千円となりました。これは主に、税金等調整

前中間純損失91,854千円、売上債権の減少47,964千円、仕入債務の減少44,087千円があったことによるものであり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間において投資活動の結果支出した資金は34,072千円となりました。これは主に、無形固定資

産の取得による支出12,264千円、敷金の差入れによる支出19,405千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間において財務活動の結果支出した資金は85,180千円となりました。これは、短期借入金によ

る収入150,000千円、短期借入金の返済による支出100,000千円、長期借入金の返済による支出135,180千円によるも

のであります。

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の通期の連結業績予想につきましては、「2024年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」で公表いたし

ました連結業績予想については、通期の業績予想を修正いたしました。その背景としまして、当社の主力事業であ

る「LOGLY lift」はインターネット広告市場の中の「ネイティブ広告業界」に属しており、広告主（代理店を含

む）の広告効果最大化や媒体社（以下メディア）の満足度向上を実現することで、ここ数年続いているインターネ

ット広告市場において厳しい価格競争や広告表記健全化等のコンプライアンス対策に対応してまいりました。しか

しながら、ネイティブ広告業界の低迷はより拡大し続け、結果として当社においても、第1四半期から第2四半期に

かけて急激に広告取扱高が減少しCPC（広告クリック単価）も低迷を続けた結果、第2四半期累計での当期業績予想

に対する売上高の進捗率は40.8%と低迷し、更に売上高が大幅に低迷しました。また、売上高が大幅に低迷したた

め、第2四半期累計で営業利益が△88百万円（当初通期業績予測△38万円）、親会社株主に帰属する当期純利益△95

百万円（当初通期業績予測△46百万円）となり、期末に向けてビハインドを取り戻すことが困難となるため、通期

業績予想の修正を行うことを決定しました。

なお通期業績予想を修正するにあたり、まず売上高に関しては、低迷を続ける広告案件とCPCを短期的に回復させ

ることは困難であるため、まずは、メディアへの営業を強化し、インプレッション数の維持を行いつつ、収益性が

高い広告枠に対して配信していくことでマージン額の確保を行うことを注力していきます。また固定費に対しては

第3四半期より本社移転の地代家賃の減額効果が表れ、更に人員を必要最低構成で活動を続けることで人件費の抑制

効果もあり、既存事業のみであれば、ログリーグループ全体の収益が赤字を脱却する見込みとなっております。し

かしながら、根本的な課題である、ネイティブ広告業界の低迷という大きな外部環境の課題をいち早く解決するた

めに、新規事業への活動を活発させることにより赤字が先行し、営業利益並びに経常利益及び親会社株主に帰属す

る当期純利益が大幅に低下いたします。

以上の結果、当初の通期業績予測に対して売上高は318百万円減(この内、ほぼ全てがLOGLY liftによるもの）の

1,577百万円、営業利益は114百万円減の△153百万円、経常利益は117百万円減の△157百万円となります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,019,610 824,545

受取手形 2,420 2,420

売掛金 203,002 152,520

その他 55,494 130,445

流動資産合計 1,280,526 1,109,931

固定資産

有形固定資産 1,557 3,362

無形固定資産 10,488 22,120

投資有価証券 102,403 210,996

その他 87,788 33,034

投資その他の資産合計 190,191 244,031

固定資産合計 202,237 269,514

資産合計 1,482,764 1,379,446

負債の部

流動負債

買掛金 230,263 186,176

短期借入金 50,000 100,000

１年内返済予定の長期借入金 210,198 150,036

未払金 19,687 22,452

未払法人税等 13,236 7,559

前受金 89,919 92,871

賞与引当金 16,324 17,309

その他 12,082 14,928

流動負債合計 641,711 591,333

固定負債

長期借入金 163,192 88,174

繰延税金負債 924 36,849

固定負債合計 164,116 125,023

負債合計 805,827 716,357

純資産の部

株主資本

資本金 407,687 407,687

資本剰余金 595,403 595,403

利益剰余金 △338,694 △433,728

株主資本合計 664,395 569,361

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,095 83,495

その他の包括利益累計額合計 2,095 83,495

新株予約権 10,445 10,231

純資産合計 676,936 663,088

負債純資産合計 1,482,764 1,379,446

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

売上高 1,072,862 773,257

売上原価 851,752 629,593

売上総利益 221,110 143,664

販売費及び一般管理費 244,502 232,087

営業損失（△） △23,392 △88,422

営業外収益

受取利息 9 134

還付加算金 158 12

雑収入 4,991 42

営業外収益合計 5,159 189

営業外費用

支払利息 1,122 1,348

投資事業組合運用損 2,187 2,487

その他 0 0

営業外費用合計 3,310 3,835

経常損失（△） △21,543 △92,068

特別利益

新株予約権戻入益 69 214

特別利益合計 69 214

特別損失

投資有価証券売却損 31 －

特別損失合計 31 －

税金等調整前中間純損失（△） △21,504 △91,854

法人税、住民税及び事業税 6,459 3,179

法人税等還付税額 △2,742 －

法人税等調整額 15,034 －

法人税等合計 18,751 3,179

中間純損失（△） △40,255 △95,034

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △40,255 △95,034

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

中間純損失（△） △40,255 △95,034

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,095 81,399

その他の包括利益合計 2,095 81,399

中間包括利益 △38,160 △13,634

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △38,160 △13,634

非支配株主に係る中間包括利益 － －

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

 前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純損失（△） △21,504 △91,854

減価償却費 2,560 1,228

受取利息 △9 △134

支払利息 1,122 1,348

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,161 985

投資事業組合運用損益（△は益） 3,047 2,487

売上債権の増減額（△は増加） 38,213 47,964

仕入債務の増減額（△は減少） △127,153 △44,087

前受金の増減額（△は減少） △14,183 2,952

未払消費税等の増減額（△は減少） △6,792 △5,268

その他 41,163 12,689

小計 △82,373 △71,687

利息の受取額 9 133

利息の支払額 △1,122 △1,348

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 5,359 △2,911

営業活動によるキャッシュ・フロー △78,127 △75,812

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10,012 △10,012

定期預金の払戻による収入 10,012 10,012

有形固定資産の取得による支出 △646 △2,401

無形固定資産の取得による支出 － △12,264

敷金の差入による支出 － △19,405

投資活動によるキャッシュ・フロー △646 △34,072

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 － 150,000

短期借入金の返済による支出 △100,000 △100,000

長期借入金の返済による支出 △116,920 △135,180

自己株式の売却による収入 106,548 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △110,371 △85,180

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △189,145 △195,064

現金及び現金同等物の期首残高 1,320,972 1,009,597

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,131,827 814,532

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

当社グループは、ネイティブ広告プラットフォーム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

当社グループは、ネイティブ広告プラットフォーム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用につきましては、当中間期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前中間純利

益または税引前中間純損失に法定実効税率を乗じた金額に、繰延税金資産の回収可能性を考慮しております。
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